
「高須小・中学校の高須町刀舞伝承の取組」 

 
１ 学校名   

鹿屋市立高須小学校，鹿屋市立高須中学校 

 

２ 学年・人数 

  高須小学校３・４年生１０人，５・６年生３人 

高須中学校 全校生徒２９人 

 

３ 日時・場所 

（１）練習の日時・場所 

町民会館，各学校 

（２）発表の日時・場所（場所と日程は平成 26 年度実施分） 

   ８／３祇園祭（波之上神社境内），８／３（集落巡行）， 

９／１４（高須中学校体育大会） 

    

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事や史跡について  

（１）名称  

高須町刀舞（たかすちょうかたなまい）     

（２）由来  

起源は詳らかではないが明治末まで波之上神社の神事として大晦日の夜，

明け方まで実施されていた。現在は，祇園祭に行われている。 

（３）構成等  

太鼓２人，露払い２人，神輿かつぎ４人，舞人４０～５０人，和歌朗詠者

２人。 

    この中の，刀舞を小学生，（踊りの花形である）弓舞を中学生，そして長

刀舞を高校生が踊ることになっている。 

    また，中学校の体育大会では，刀舞・弓舞に女子中学生も加わり，長刀舞・

田神舞・鬼神舞を男子中学生が披露する。 

 

５ 保存会や地域との連携の具体 

  保存会が町内会の組織の一つとなっており連携がスムースに行えている。  

  また，保存会会長が小中学校に出向き，踊りの意味や歴史，込められた願い

などについて講話をして，児童生徒の刀舞継承への関心と意欲を高めている。 

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

（１）高須小学校 

・ ３・４年生の総合的な学習の時間に「刀舞」を学ぶ時間を設定している。  

  ・ 保存会会長から「刀舞」の歴史について講話を聞いたり，踊りの写真や

ビデオを視聴したり，刀舞の道具を身に付けたりしている。  



  ・ 学んだ「刀舞」の５種類の踊りを「浜っ子学習発表会」で披露している。 

  ・ ５・６年生の男子児童は，毎年８月に行われる刀舞に参加している。 

（２）高須中学校 

・ 教育課程の中に時間を設け，授業で実施している。（刀舞練習として）  

・ 保存会会長から講話をいただき，生徒の『地域伝統芸能を自分たちの

手で継承していこう』という思いを高めるとともに実感させている。  

・  職員も加わり，踊りを学んで実際に集落巡業に参加している。師弟同    

行で，踊りの指導者と一緒に生徒の指導ができるようにしている。   

 

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等の写真） 

（１）学校内での発表等の状況写真  

【高須小学校３・４年生の総合的な学習の時間】  【高須中学校体育大会の様子】  

 

（２）集落巡行の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

（１）高須小学校児童の感想 

   ぼくは，8 月 3 日（日）の「おぎおんさあ」のときに，高須の郷土芸能「刀

舞」を踊りました。膝を曲げて演技することが大変だったけれど，地域の方々

が「がんばれ」と応援してくださったので，最後まで踊り続けることができ

ました。「刀舞」には，５つの舞があるので，来年は，弓舞に挑戦していき

たいと思います。 



（２）高須中学校生徒の感想 

・ 体育大会という場で，高須の伝統芸能である刀舞を披露することができ

てよかった。（２年生女子） 

・ （最後なので）体育大会での刀舞披露を精一杯やって，これまでの先輩

方に負けないくらい良いものしたいと思って踊った。（３年生男子）  

・  高須中学校は閉校するけれど，しっかりと踊って今日のことを忘れず，

「高須中にいたんだ」ということをいつまでも心にとどめておきたい。（１

年生男子） 

・ これからも，高須の大切な伝統芸能である「刀舞」を自分たちの手で受け

継いでいきたい。（１年生女子） 

（３）保存会長が高齢者だよりに載せた原稿 

 

【平成２６年度 高齢者だより 平成２７年１月号より抜粋】 


